
（ 水素ガス を 充てんする 気球）  

第 1 8 条 水素ガス を 充てんする 気球の位置、 構造及び管理は、 次の各号に掲げる 基準によ ら なけ

ればなら ない。（ う ）  

⑴ 煙突その他火気を 使用する 施設の付近において掲揚し 、 又は係留し ないこ と 。  

⑵ 建築物の屋上で掲揚し ないこ と 。 ただし 、 屋根が不燃材料で造つた陸屋根で、 その最少幅員

が気球の直径の２ 倍以上である 場合においては、 こ の限り でない。  

⑶ 掲揚に際し ては、掲揚綱と 周囲の建築物又は工作物と の間に水平距離 1 0 メ ート ル以上の空

間を 保有する と と も に、 掲揚綱の固定箇所にさ く 等を 設け、 かつ、 立入り を 禁止する 旨を 標示

する こ と 。 ただし 、 前号ただし 書の規定によ り 建築物の屋上で掲揚する 場合においては、 こ の

限り でない。  

⑷ 気球の容積は、 1 5 立方メ ート ル以下と する こ と 。 ただし 、 観測又は実験のために使用する

気球については、 こ の限り でない。  

⑸ 風圧又は摩擦に対し 十分な強度を 有する 材料で造る こ と 。  

⑹ 気球に付設する 電飾は、 気球から ３ メ ート ル以上離れた位置に取り 付け、 かつ、 充電部分が

露出し ない構造と する こ と 。ただし 、過熱又は火花が生じ ないよ う に必要な措置を 講じ たと き

は、 気球から １ メ ート ル以上離れた位置に取り 付ける こ と ができ る 。  

⑺ 前号の電飾に使用する 電線は、 断面積が 0 .7 5 平方ミ リ メ ート ル以上（ 文字網の部分に使用

する も のにあつては、 0 .5 平方ミ リ メ ート ル以上） のも のを 用い、 長さ １ メ ート ル以下（ 文字

網の部分に使用する も のにあつては、 0 .6 メ ート ル以下） ご と 及び分岐点の附近において支持

する こ と 。  

⑻ 気球の地表面に対する 傾斜角度が 4 5 度以下と なる よ う な強風時においては、掲揚し ないこ

と 。  

⑼ 水素ガス の充てん又は放出については、 次によ る こ と 。  

ア 屋外の通風のよ い場所で行なう こ と 。  

イ  操作者以外の者が近接し ないよ う に適当な措置を 講ずる こ と 。  

ウ  電飾を 付設する も のにあつては、 電源を 遮断し て行なう こ と 。  

エ 摩擦又は衝撃を 加える 等粗暴な行為を し ないこ と 。  

オ 水素ガス の充てんに際し ては、気球内に水素ガス 又は空気が残存し ていないこ と を 確かめ

た後減圧器を 使用し て行なう こ と 。  

⑽ 水素ガス が 9 0 容量パーセン ト 以下と なつた場合においては、 詰替えを 行なう こ と 。  

⑾ 掲揚中又は係留中においては、 看視人を 置く こ と 。 ただし 、 公衆の立ち入る おそれのない場

所で掲揚し 、 又は係留する 場合にあつては、 こ の限り でない。  

⑿ 多数の者が集合し ている 場所において運搬その他の取扱いを 行なわないこ と 。  

 



条則 

（ 水素ガス を 充てんする 気球）  

第６ 条 条例第 1 8 条第５ 号に掲げる 十分な強度を 有する 材料は、別表第３ に掲げる 基準によ る も

のと する 。（ あ）（ え）  

 

別表第３ （ 第６ 条関係）  

気球の材料の基準 

 

第１  気球の材料 

⑴ ビ ニール樹脂若し く はこ れに類する 樹脂又はゴ ム 引布等であつて、 その材質が均一で、 か

つ、 気温の変化等によ る 変質、 静電気の発生又は帯電のし にく いも のである こ と 。  

 ⑵ 生地は、 可そ剤、 着色剤等の吹出し 及び粘着がなく 、 かつ、 あわ及び異物の混入がないも

のである こ と 。  

 ⑶ 厚さ は、ビ ニール樹脂にあつては 0 .1 ミ リ メ ート ル以上、ゴ ム引布にあつては 0 .2 5 ミ リ メ

ート ル以上のも のであ る こ と 。  

 ⑷ 拡張力及び伸びは、 気球の膨張又は圧縮によ る 内外圧に十分耐え得る も ので、 塩化ビ ニー

ルフ イ ルム にあつては 1 5 メ ガパス カル以上、 ゴ ム 引布にあつては 2 7 メ ガパス カル以上であ

る こ と 。  

 ⑸ 引裂き 強さ は、 塩化ビ ニールフ イ ルム にあつては、 エレ メ ン ド ルフ 引裂き 強さ 0 .6 メ ガパ

ス カル以上である こ と 。  

 ⑹ 水素ガス の透過する 量は、 １ 気圧・ 摂氏 2 0 度・ 2 4 時間において、 １ 平方メ ート ルにつき

５ リ ツ ト ル以内のも のである こ と 。  

 

第２  気球の構造 

 ⑴ 掲揚又は係留中局部的に著し く 外圧を 受け、 又は著し く 静電気を 発生する こ と がないこ と 。 

 ⑵ 掲揚中著し く 不安定になり 、 又は回転する こ と がないこ と 。  

 ⑶ 接着部分は、 その強さ が生地の強さ と 同等以上である こ と 。  

 ⑷ 糸目座の強さ は、 1 5 0 キロ グラ ム 以上の荷重に耐え得る こ と 。  

 

第３  掲揚綱等の材料 

 ⑴ 麻、 綿等材料が均一で、 かつ、 変質、 静電気の発生又は帯電のし にく いも のである こ と 。  

 ⑵ 掲揚綱及び係留綱に使用する 綱の太さ は、 麻にあ つては６ ミ リ メ ート ル以上、 合成繊維に

あつては４ ミ リ メ ート ル以上、 綿にあつては７ ミ リ メ ート ル以上のも のである こ と 。  

 ⑶ 糸目綱に使用する 綱の太さ は、 直径が、 麻にあ つては３ ミ リ メ ート ル以上、 合成繊維にあ

つては２ ミ リ メ ート ル以上、 綿にあつては４ ミ リ メ ート ル以上のも のである こ と 。  

 ⑷ 掲揚綱の切断荷重は、 気球の直径が 2 .5 メ ート ルを こ え３ メ ート ル以下のも のにあつては



2 4 0 キロ グラ ム 以上、 2 .5 メ ート ル以下のも のにあつては 1 7 0 キロ グラ ム 以上のも のである

こ と 。  

 ⑸ 水、 バク テリ ア、 油、 薬品等によ り 腐食し ていないも のであ る こ と 。  

 ⑹ 摩擦によ り その強さ が容易に減少し ないも のである こ と 。  

 ⑺ 建物等のかど における 横すべり によ り 容易に切断さ れる こ と のないも のである こ と 。  

 ⑻ 吸湿によ り 著し く 硬化する こ と のないも のである こ と 。  

 

第４  掲揚綱等の構造 

 ⑴ ヤーン 数２ 以上のス ト ラ ン ド を ３ つよ り と する こ と 又はこ れと 同等以上の強度を 有する こ

と 。  

 ⑵ 著し く 変形し 、 又はよ じ れる こ と のないこ と 。  

 ⑶ 操作に際し 、 著し く すべる こ と のないこ と 。  

 ⑷ 糸目は、 ６ 以上と し 、 浮力及び風圧に十分耐え得る こ と 。  

 ⑸ 結び目は、 動圧によ り 容易に解ける こ と のないよ う にする こ と 。  

 ⑹ 結び目は、 局部的に荷重が加わら ないよ う にする こ と 。  

 

【 解説】  

 本条は、 水素ガス を 充てんする 気球の位置、 構造及び管理について規定し たも のである 。  

 水素は、 き わめて軽い気体（ 空気約 2 9 に対し て水素ガス は２ の重さ である 。） である ため気球に

使用さ れる が、 火災予防上から は燃焼範囲が広く 、 き わめて危険な気体であり 、 爆発的に燃焼する 。

ま た、 点火源エネルギーが小さ いので、 ちょ っ と し た点火源で着火する 。 特に、 静電気、 電気ス パー

ク 等によ る 着火が考えら れる ので、 こ の点も 考慮し て本条が設けら れたも のである 。  

 

１  第１ 号は、煙突その他火気を 使用する 施設の付近においては、こ れら の施設から 生ずる 火気が点

火源と なっ て着火爆発する 危険が生ずる ので、 掲揚又は係留を 禁止し たも のである 。  

  なお、「 火気を 使用する 施設の付近」 と は、 煙突その他火気を 使用する 施設から 直線距離 1 5 メ

ート ル以内の範囲と し ている 。  

 

２  第２ 号は、 建築物の屋上で掲揚する こ と は、 取扱上不安定で、 事故の原因と なり やすく 、 かつ、

爆発し た場合操作者等の墜落によ る 事故も 生ずる ので、 禁止する こ と と し ている 。 ただし 、 不燃材

料で造っ た陸屋根であ れば、その危険性が少ないので、その最小幅員が気球の直径の２ 倍以上の場

合は、 ま ず安全上必要な面積が確保さ れる ので、 掲揚し て差し 支えないこ と と し ている 。  

 

３  第３ 号は、 掲揚さ れる 気球は、 風によ っ て各方向に移動する ので、 衝突等によ る 爆発を 防止する

と と も に、爆発時の保安上有効な空間を 確保する ために、掲揚綱と 周囲の建築物又は工作物と の間

に、 水平距離 1 0 メ ート ル以上の空間を 保有すべき こ と を 規定し たも のであ る 。 なお、 掲揚綱の固

定箇所には、 関係者以外の者によ る 事故を 防止する ため、 さ く 又はなわ張り 等を 設け、 かつ、 立入



禁止の標示を する こ と と し ている 。 ただし 、 前号の陸屋根で掲揚する 場合は、 差し 支えないこ と と

し ている が、 こ れは、 公衆の出入り する おそれが少ないため除かれたも のである 。  

  「 水平距離 1 0 メ ート ル以上の空間」 と は、 最低 1 0 メ ート ルと し 、 気球の掲揚の高さ に応じ て

当該掲揚高の２ 分の１ の距離だけ保有距離を 延長する こ と 。気球相互間の保有距離については、掲

揚高の高い気球を 基準と し てその掲揚高の２ 分の１ の距離を 確保する こ と 。  

 

４  第４ 号は、 気球の容積を 1 5 立方メ ート ル以下に規制し ている 。 あま り に大き い気球の掲揚は、

事故防止上好ま し く ないから である 。なお、球の体積は、半径を ｒ と すれば４ /３ πｒ ³である ので、

本式によ り 計算する と 、 容積 1 5 立方メ ート ルの場合、 直径は約３ メ ート ルと なる 。  

  観測又は実験のために使用する 気球については、 特に慎重に取り 扱われ、 かつ、 専門的技術によ

っ て管理さ れる こ と が期待でき る ので、 除外し ている 。  

 

５  第５ 号は、 気球は、 かなり の風圧又は摩擦を 受ける ので、 十分な強度を 有する 材料で造る よ う 規

定し たも のである 。 なお、 通常使用さ れる 気球は、 絹、 木綿、 ナイ ロ ン 等の布地の両面を ゴ ム引き

し たも の、又は塩化ビ ニール布( その厚さ は、0 .1 3 ミ リ メ ート ル以上) で造ら れている 。掲揚綱は、

麻（ その太さ は、 ６ ミ リ メ ート ル以上） が多く 使われている 。 なお、 気球に使用する 材料について

は、 条則別表第３ において定めている 。  

 

６  第６ 号は、 気球に電飾を 付設する と き は、 電気ス パーク 等によ る 着火の危険がある ので、 こ れを

排除する ため、 電飾を 気球から 保安上必要な距離を 保っ て取り 付ける よ う に規定し 、 かつ、 充電部

分（ 第 1 6 条の【 解説】 ３ 参照） の露出を 禁止し たも のである 。  

 

７  第７ 号は、 電飾に使用する 電線は、 切断し やすい弱いも のを 使用すれば、 気球の移動に伴っ て切

れたり 、被覆がはがれたり する こ と が起こ り う る し 、ま た、長く たる んでいる と 、重なり 合っ たり 、

触れ合っ たり し てス パーク を 起こ し う る こ と から 、こ れら の点を 考慮し て、電線の太さ を 一定以上

のも のと し 、 一定の距離ご と に支持する よ う 規定し たも のである 。  

 

８  第８ 号は、 風速が大き い場合における 掲揚は、 付近の建築物等に接触し て、 その結果、 衝突等に

よ る 爆発又は浮遊、 落下によ る 事故を 起こ し やすく なる ので、 こ れを 禁止し たも のである 。 なお、

通常の計算式によ り 1 5 立方メ ート ルの気球が 4 5 度に傾斜する ための風速を 計算する と 、 約６ ～

７ メ ート ル毎秒である が、 実際にはこ の値よ り も やや大き い風速と なる と 考えら れる 。  

 〔 参考〕  算出式は次のと おり である 。  

 

  傾斜角度( 4 5 °) ＝ 

 

  ＝ 

 

風圧力 

浮力 

気球体積( 1 5 ㎥) ×充てん率( 1 0 0 % ) ×( ( 空気密度( 1 .2 ) ) －水素密度( 0 .0 8 5 ) ) －重量(3 ㎏)  

風速の 2 乗( Ｖ 2) ×気球断面積( 7 .3 ㎡) ×摩擦係数(0 .0 4 )  



９  第９ 号は、 水素ガス の充てん又は放出についての基準を 規定し たも のである 。  

 ⑴ アは、屋外の通風のよ い場所で行う こ と によ り 、漏れた水素ガス の速やかな放散を 期し ている 。 

 ⑵ イ は、 操作者以外の者の近接を 禁じ 、 管理の徹底を 期し ている 。「 適当な措置」 と は、 次のこ

と が考えら れる 。  

  ア さ く 又はロ ープ張り 等で区画する 。  

  イ  立入り 禁止の表示を する 。  

  ウ  監視人を 配置する 。  

 ⑶ ウ は、電飾を 付設する 気球のと き は、電源を 遮断し て通電し ない安全な状態で行う よ う 規定し

ている 。  

 ⑷ エは、 粗暴な行為を 禁止する よ う 規定し ている 。  

 ⑸ オは、水素ガス の充てんに際し て、水素ガス 又は空気が残存し ていないこ と を 確かめた後減圧

器を 使っ て行う よ う 規定し ている が、 こ れは、 水素ガス が爆鳴気を 作っ たり 、 ある いは静電着火

を 起こ し やすい状態で充てんする こ と を 禁止する 趣旨である 。  

 

1 0  第 1 0 号は、 水素ガス が 9 0 容量パーセン ト 以下（ 水素ガス の燃焼範囲の上限が 7 5 パーセン ト

である ので、 こ の点を 考慮し て 9 0 パーセン ト と 規定し ている 。） に下がっ た場合は、 水素ガス

が漏れて減少し 、混入さ れている 空気と の割合が、前号オについて述べたよ う な危険な状態に近

づく こ と が考えら れる から 、こ のよ う な場合は、必ず詰替えを 行う べき 旨を 規定し たも のであ る 。

こ の場合の「 詰替え」 と は、 水素ガス の補充的充てんを 含ま ないも のであっ て、 一旦完全に残存

ガス を 放出し 切っ た後に新たに充てんする こ と を 意味する 。けだし 、第９ 号オの規定が働く から

である 。  

 「 9 0 容量パーセン ト 以下と なっ た場合」 と は、 水素ガス が気球の最大容量ま で充てんさ れてい

る 状態を 1 0 0 パーセン ト と し 、 その後において水素ガス 容量が 9 0 パーセン ト 以下になっ た場合

を いう 。  

 

測定の計算式は次のと おり である 。  

Ｆ ₃ ＞0 .9 Ｆ ₁ －0 .1 Ｆ ₂  

Ｆ ₁ ＝水素ガス が気球の最大容量ま で充てんさ れた状態で、上昇力を ス プリ ン グばかり で測

定し た数値（ キロ グラ ム ）（ 水素ガス の浮力－Ｆ ₂ ）  

Ｆ ₂ ＝はかり よ り 上部の気球の本体、 綱及びはかり 等の重量( キロ グラ ム )  

Ｆ ₃ ＝掲揚後において、 上昇力を ス プリ ン グばかり で測定し た数値( キロ グラ ム )  

  

  例えば、 容量 1 5 立方メ ート ル、 気球本体等の重量が５ キロ グラ ム の場合を 計算する と 、 水素ガ

ス の浮力は１ 立方メ ート ル当り 約 1 .2 キロ グラ ム であ る こ と から 、 1 8 キロ グラ ム であり 、  

   Ｆ ₃ ＞( 0 .9 ×1 3 ) －( 0 .1 ×５ )     Ｆ ＞1 1 .2  

 と なり 、 掲揚後において上昇力を ス プリ ン グ ばかり で測定し た数値( キロ グラ ム ) が 1 1 .2 キロ グラ

ム 以下になれば気球内の水素ガス を 全部交換し なく てはなら ない。 し かし ながら 、 一般的には、 通



常の場合において連続 1 5 日以上掲揚し た場合は、気球内の水素ガス を 全部交換する よ う 運用し て

差し 支えない。  

 

1 1  第 1 1 号は、 掲揚中又は係留中において、 掲揚又は係留の作業に関係のない公衆の出入り によ

り 事故が発生する こ と を 防止する 趣旨である 。  

 

1 2  第 1 2 号は、 多数の者（ 特定人と 不特定人と を 問わない。） が集合し ている 場所における 運搬そ

の他の取扱いを 禁止し た規定であっ て、気球の爆発によ る 災害を 、多数の者に及ぼさ ないよ う 特に

配意し たも のである 。  

 

〔 参考〕  

  掲揚又は係留場所が狭い場合や、異形の気球又は 1 5 立方メ ート ル以上の容量を 必要と する 気球

については、事故防止等から 気球用ガス と し てヘリ ウ ム が使用さ れている 。こ の場合の規制や届け

出については、条例の対象から 除かれる こ と と なる が、水素ガス 気球の掲揚と 同時に行われる こ と

がある ので、 注意を 要する 。  


